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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一のコンテンツ制御方式を用いて再生される第一のコンテンツ、または前記第一のコ
ンテンツ制御方式とは異なる第二のコンテンツ制御方式を用いて再生される第二のコンテ
ンツを再生する再生手段と、
　タッチパネルを有し、前記再生手段によって再生されるコンテンツを表示する表示部と
、
　少なくとも前記第二のコンテンツに関する識別情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得された識別情報に基づいて、該取得に係るコンテンツが、前
記第二のコンテンツ制御方式を用いて再生されるコンテンツであること、または、再生に
おいて前記タッチパネルに対するタッチ操作ができないコンテンツであることを通知する
通知手段と、
　を備えるコンテンツ再生装置。
【請求項２】
　前記取得手段は、前記第二のコンテンツ制御方式が用いられることを示す情報を含む識
別情報を取得し、
　前記通知手段は、前記識別情報に基づいて、コンテンツが、前記第二のコンテンツ制御
方式を用いて再生されるコンテンツであることを通知する、
　請求項１に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項３】
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　前記通知手段は、ユーザによる操作が受け付けられたら、前記タッチパネルに対するタ
ッチ操作ができないコンテンツであることを通知する、
　請求項１または２に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項４】
　前記第一のコンテンツおよび前記第二のコンテンツは、該コンテンツ再生装置に対して
着脱可能な記録媒体に記録され、
　前記取得手段は、前記記録媒体が前記コンテンツ再生装置に装着された場合に、少なく
とも前記第二のコンテンツに関する識別情報を取得する、
　請求項１から３の何れか一項に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項５】
　前記再生手段が、前記第一のコンテンツと前記第二のコンテンツとを連続して再生する
場合、
　前記通知手段は、前記第一のコンテンツから前記第二のコンテンツへ移行する際に、前
記第二のコンテンツ制御方式を用いて再生されるコンテンツであること、または、再生に
おいて前記タッチパネルに対するタッチ操作ができないコンテンツであることを通知する
、
　請求項１から４の何れか一項に記載のコンテンツ再生装置。
【請求項６】
　前記通知手段は、再生において前記第二のコンテンツに対して再生の停止位置近傍を次
回再生時の再生開始位置として記憶することができないコンテンツであることを通知する
、
　請求項１から５の何れか一項に記載のコンテンツ再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体から読み出されたコンテンツを、該コンテンツに対応するコンテン
ツ制御方式に従って再生するコンテンツ再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ディスクがＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）であることを示すＬＥＤ（Ｌｉｇ
ｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）と、ディスクがＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒ
ｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）であることを示すＬＥＤと、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）、Ｒ（Ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ）、ＲＷ（ＲｅＷｒｉｔａｂｌｅ）等の記録再
生形態に対応して設けられた複数個とのＬＥＤとを有し、点灯ＬＥＤの組み合わせによっ
て、装填されているディスクの種類を確認させるディスク装置がある（特許文献１を参照
）。
【０００３】
　また、複数のチャンネルに記録媒体を収容可能であり、記録媒体が収容されたチャンネ
ルの番号と、該記録媒体の種類とを表示する記録媒体再生装置がある（特許文献２を参照
）。
【特許文献１】特開２００２－３３４５６９号公報
【特許文献２】特開２０００－２８５５８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、情報記録媒体に記録された映像や音響等のコンテンツを再生する機能を備えるコ
ンテンツ再生装置では、再生内容を制御するための各種操作を受け付ける機能や、前回再
生を停止した位置から再生を再開する所謂レジューム再生機能等の、各種機能が提供され
る。これらの機能は、ＤＶＤ等の普及を通じて、ユーザにとって一般的なものとなってお
り、ユーザは、ドライブに装填された情報記録媒体の種類に応じて、一般的な再生装置に
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おいて可能な操作を行うことが出来ることを期待する。
【０００５】
　ここで、例えばＢｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標。以下、「ＢＤ」と称する）等、
同種のコンテンツ（例えば、映像コンテンツ）であっても、再生における制御の方式が異
なるコンテンツが提供される媒体がある。より具体的には、ＢＤでは、コンテンツの制御
方式として、従来ＤＶＤにおいて用いられている方式を拡張したＨＤＭＶ（Ｈｉｇｈ　Ｄ
ｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｏｖｉｅ）、またはＪａｖａ（登録商標）プログラムを使用する
ＢＤ－Ｊ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ　Ｊａｖａ）の制御方式が用いられる。そして、Ｈ
ＤＭＶコンテンツに関しては、制御方式が従来のＤＶＤにおいて用いられる制御方式の拡
張であるために、従来ＤＶＤに提供されていた各種機能と同様の機能を提供することが容
易である。しかし、ＢＤ－Ｊコンテンツに関しては、制御方式が従来のＤＶＤと異なり、
Ｊａｖａプログラムを実行することで制御する方式であるために、従来ＤＶＤに提供され
ていた機能の一部（レジューム再生やタッチパネルディスプレイを用いた操作等）につい
て、提供することが容易でない。
【０００６】
　加えて、再生されるコンテンツの内容からユーザが制御方式の違いを認識することは困
難であるため、ＢＤに収録されているコンテンツの再生時に、ユーザが当然に提供される
と期待している機能が提供されなかった場合に、ユーザは、装置の不具合であるのか制御
方式の違いにより提供されない機能であるのかを判別出来ない。特に、ユーザが複数の異
なる制御方式があること自体を知らない場合、ユーザが装置の不具合であると誤認する可
能性が高い。
【０００７】
　本発明は、上記した問題に鑑み、制御方式によって提供されない機能がある場合に、ユ
ーザが装置の不具合と誤認することを防止することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記した課題を解決するために、コンテンツの制御方式を取得し、この取得
結果に従ってユーザに機能制限の有無等を通知することで、制御方式によって提供されな
い機能がある場合に、ユーザが装置の不具合と誤認することを防止することを可能にした
。
【０００９】
　詳細には、本発明は、第一のコンテンツ制御方式を用いて再生されるコンテンツ、およ
び前記第一のコンテンツ制御方式とは異なる第二のコンテンツ制御方式を用いて再生され
るコンテンツのうち、少なくとも何れかが記録された一の種類の記録媒体から読み出され
たコンテンツを再生するコンテンツ再生装置であって、前記記録媒体から読み出されたコ
ンテンツを、対応する制御方式を用いて再生する再生手段と、前記第一のコンテンツ制御
方式を用いたコンテンツの再生において、所定の機能を提供する機能提供手段と、前記記
録媒体に記録されたコンテンツの制御方式を取得する制御方式取得手段と、前記制御方式
取得手段によって取得された制御方式が前記第二のコンテンツ制御方式である場合に、該
取得に係るコンテンツが前記第二のコンテンツ制御方式を用いて再生されるコンテンツで
あること、および該取得に係るコンテンツの再生において前記所定の機能が提供されない
こと、のうち少なくとも何れかをユーザに通知する通知手段と、を備えるコンテンツ再生
装置である。
【００１０】
　ここで、コンテンツ制御方式とは、コンテンツを再生するにあたってコンテンツの再生
順序等を制御するための方式であり、第一のコンテンツ制御方式と第二のコンテンツ制御
方式とでは、このコンテンツの再生順序等を制御するための方式が異なる。例えば、第一
のコンテンツ制御方式は、再生すべきコンテンツの識別子等を、予め再生装置に組み込ま
れたコンテンツ制御部に指示するコマンドによってコンテンツの再生を制御する方式であ
ってよいし、第二のコンテンツ制御方式は、コンテンツと共に記録媒体に収められたプロ
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グラムをＣＰＵ等が実行することで、このプログラムを実行するＣＰＵ（またはプログラ
ム実行環境）自体がコンテンツ制御部としての機能を果たし、コンテンツの再生を制御す
る方式であってもよい。より具体的には、記録媒体がＢＤである場合、第一のコンテンツ
制御方式はＨＤＭＶであってよいし、第二のコンテンツ制御方式はＢＤ－Ｊであってよい
。再生手段は、記録媒体から読み出されたコンテンツを、第一または第二のコンテンツ制
御方式のうち、対応する制御方式を用いて再生する。
【００１１】
　機能提供手段は、第一のコンテンツ制御方式を用いたコンテンツの再生において、所定
の機能を提供する。ここで、所定の機能とは、再生手段によるコンテンツの再生を停止す
る際に、停止位置近傍を次回再生時の再生開始位置として記憶するレジューム機能や、再
生されたコンテンツの一部としてタッチパネルディスプレイに表示された画像の表示位置
への接触による接触操作を可能とする機能等である。但し、所定の機能は、第一のコンテ
ンツ制御方式を用いたコンテンツの再生においては提供されるが第二のコンテンツ制御方
式を用いたコンテンツの再生においては提供されない機能であればよく、上記レジューム
機能および接触操作機能に限定されない。また、第二のコンテンツ制御方式を用いたコン
テンツの再生において提供されない理由は、第二のコンテンツ制御方式からくる制約によ
って提供できないといったものでもよいし、第二のコンテンツ制御方式が第一のコンテン
ツ制御方式と異なるために、同一の機能を提供することが困難であるというものでもよい
。
【００１２】
　制御方式取得手段は、記録媒体に記録されたコンテンツの制御方式を取得する。例えば
、記録媒体に記録されたコンテンツの制御方式を示す情報を読み出すことで、コンテンツ
の制御方式を取得することができる。そして、取得された制御方式が第二のコンテンツ制
御方式である場合、通知手段は、取得に係るコンテンツが第二のコンテンツ制御方式を用
いて再生されるコンテンツであること、および取得に係るコンテンツの再生において所定
の機能が提供されないこと、のうち少なくとも何れかをユーザに通知する。
【００１３】
　通知手段は、例えば、再生手段による再生の対象となる再生対象コンテンツの制御方式
が制御方式取得手段によって取得された際や、所定のユーザ操作が受け付けられた際、記
録媒体が読取装置に装填されたことが検知された際、再生されるコンテンツが、前記第一
のコンテンツ制御方式に係るコンテンツから前記第二のコンテンツ制御方式に係るコンテ
ンツへ移行する際、等に、上記メッセージをユーザに通知する。ここで、所定のユーザ操
作とは、上記レジューム機能が提供される、コンテンツの再生の停止を指示する再生停止
操作であってもよいし、上記接触操作機能が提供される、コンテンツが再生されることで
タッチパネルディスプレイに表示された画像の表示位置への接触操作であってもよい。通
知手段によって通知される内容は、より具体的には、前記レジューム機能が提供されない
ことや、前記接触操作を可能とする機能が提供されないこと等である。
【００１４】
　また、本発明は、コンテンツ再生装置の制御方法、制御プログラム、およびこの制御プ
ログラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な記録媒体の発明としても把握すること
が可能である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によって、制御方式によって提供されない機能がある場合に、ユーザが装置の不
具合と誤認することを防止することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係るコンテンツ再生装置を備えたコンテンツ再生システムの実施の形態
について、図面に基づいて説明する。本実施形態に係るコンテンツ再生システムは、屋内
、屋外に設置されて使用されるコンテンツ再生システムの他、車載機、携帯機等、様々な
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用途に用いられてよい。
【００１７】
　図１は、本実施形態に係るコンテンツ再生システムのハードウェア構成の概略を示す図
である。本実施形態に係るコンテンツ再生システム１は、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１２、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１４、ＲＡ
Ｍ１２等に展開された命令及びデータを処理することでシステム全体を制御するＣＰＵ（
Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１１、ＲＡＭ１２にロードされる各
種プログラムの他、システムによって使用される各種データが記憶されるＨＤＤ（Ｈａｒ
ｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）１３、デコーダ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｏｒ）１５、デコーダ１５から渡されたデジタル信号をアナログ信号へ変換するＤ
／Ａ変換器１６、増幅器１７、タッチパネルディスプレイ２、スピーカ３、マルチドライ
ブ４、ＴＶチューナ５、ＡＭ／ＦＭチューナ６等を有し、これらはバス等を介して電気的
に接続されている。
【００１８】
　マルチドライブ４は、ＣＤ、ＤＶＤ、ＢＤ等の複数の規格のディスク（記録媒体）を装
填および読み取り可能な光学ディスクドライブである。本実施形態に係るシステムでは、
マルチドライブ４に装填されたＢＤ４１等のディスクから読み出された情報はデコーダ１
５へ送られる。デコーダ１５は、読み出された情報に基づいて映像信号および音響信号を
生成する。そして、デコーダ１５によって生成された映像信号および音響信号をタッチパ
ネルディスプレイ２およびスピーカ３へ出力することで、コンテンツ再生システム１は、
映像および音響の再生を行う。なお、本実施形態では、ディスクから読み出された情報に
基づく映像信号および音響信号は、所謂ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏ
ｃｅｓｓｏｒ）等であるデコーダ１５によって生成されるが、デコード処理は、ＲＡＭ１
２等に展開されたデコードプログラムを実行するＣＰＵ１１によって行われてもよい。ま
た、ディスクから読み出された情報に基づく映像信号の処理および音響信号の処理は、一
のプロセッサによって処理されてもよいし、夫々異なる専用のプロセッサによって処理さ
れてもよい。
【００１９】
　タッチパネルディスプレイ２は、本システムにおける、ユーザに対する入出力装置（ユ
ーザインターフェース）であり、ＣＰＵ１１によって制御されることで、ユーザに何らか
の情報を通知する画像を表示し、またユーザによる画像表示部分への接触操作を検出する
ことで、ユーザ操作を受け付ける。なお、コンテンツ再生システム１は、タッチパネルデ
ィスプレイ２への接触操作の他に、システム１に設けられた各種ボタン等（図示は省略す
る）によっても、ユーザによる操作を受け付ける。タッチパネルディスプレイ２やボタン
等を介して入力された内容はＲＡＭ１２に記録され、ＣＰＵ１１によって処理される。ま
た、本システムによるユーザへの通知等は、スピーカ３を介して音響出力されてもよい。
【００２０】
　図２は、本実施形態に係るコンテンツ再生システム１の機能構成の概略を示す図である
。本実施形態に係るシステムは、ＲＡＭ１２又はＲＯＭ１４に展開されたプログラムをＣ
ＰＵ１１が解釈及び実行することで、コンテンツに対応する制御方式を用いてコンテンツ
を再生する再生部２１と、機能制限等をユーザに通知する通知部２２と、ＨＤＭＶコンテ
ンツの再生において所定の機能を提供する機能提供部２３と、ユーザ操作の入力を受け付
ける入力受付部２４と、ＢＤ４１に記録されたコンテンツの制御方式を取得する制御方式
取得部２５と、ＢＤ４１がマルチドライブ４に装填されたことを検知する装填検知部２６
と、を備えるコンテンツ再生システム１として機能する。
【００２１】
　再生部２１は、ＢＤ４１等のディスクから読み出されたコンテンツに対応する制御方式
を用いてコンテンツを再生する。即ち、ＢＤ４１から読み出されたコンテンツがＨＤＭＶ
コンテンツである場合、ＨＤＭＶのコマンドに従ってコンテンツの再生を制御し、ＢＤ４
１から読み出されたコンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツである場合、同一のＢＤ４１から読
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み出されたＢＤ－Ｊプログラムを実行することによってコンテンツの再生を制御する。な
お、コンテンツを再生する際、再生部２１は、ＨＤＭＶコンテンツとＢＤ－Ｊコンテンツ
とを連続して再生することが出来るものとする。
【００２２】
　機能提供部２３は、ＨＤＭＶコンテンツの再生において、コンテンツの再生を停止する
際に停止位置またはその近傍を次回再生時の再生開始位置として記憶し、次回再生時に記
憶された位置から再生を開始するレジューム機能や、再生されたコンテンツの一部として
タッチパネルディスプレイ２に表示された画像の表示位置への接触による接触操作を可能
とする機能（所謂メニュー画面等への接触操作機能）等の、所定の機能を提供する。また
、これらの機能は、所定のユーザ操作を受けて提供されてもよい。例えば、レジューム機
能は、ユーザが再生停止操作や入力ソース切替操作等の再生停止を伴う操作を行ったこと
を受けて提供される。
【００２３】
　制御方式取得部２５は、ＢＤ４１に記録されたコンテンツのうち、再生部２１による再
生の対象となる再生対象コンテンツ（再生中のコンテンツの他、間もなく再生が開始され
るコンテンツ等を含む）の制御方式を、ＢＤ４１に記録されたコンテンツの制御方式を示
す情報を読み出すことで取得する。コンテンツ制御方式の取得のタイミングは、コンテン
ツが再生対象として指定された時点の他、装填検知部２６によってＢＤ４１の装填が検知
された直後であってもよい。
【００２４】
　通知部２２は、制御方式取得部２５によって取得された制御方式がＢＤ－Ｊである場合
に、コンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツであること、およびコンテンツの再生においてレジ
ューム機能や接触操作を可能とする機能等の所定の機能が提供されないこと、のうち少な
くとも何れかをユーザに通知する。通知部２２による通知のタイミングは、入力受付部２
４によって再生停止操作や接触操作等の所定のユーザ操作が受け付けられ、且つ再生中コ
ンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツであるときであってもよいし、ＢＤ－Ｊコンテンツが含ま
れるＢＤ４１の装填が検知されたときであってもよい。入力受付部２４によって受け付け
られた操作が再生停止操作であった場合には、通知部２２はレジューム機能が提供されな
いことを通知し、入力受付部２４によって受け付けられた操作が接触操作であった場合に
は、通知部２２は接触操作を可能とする機能が提供されないことを通知する。また、通知
部２２は、再生対象のコンテンツまたは再生中のコンテンツの制御方式が変わった場合に
も通知を行う。例えば、通知部２２は、再生部２１によって再生されるコンテンツがＨＤ
ＭＶからＢＤ－Ｊコンテンツへ移行する際に通知を行う。
【００２５】
　図３は、本実施形態に係るＢｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃのデータ構成を示す図である。Ｂ
ｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃには、ディスクに収録されたコンテンツの一覧であるＩｎｄｅｘ
　ｔａｂｌｅ、ＨＤＭＶコンテンツの再生内容を制御するためのＭｏｖｉｅＯｂｊｅｃｔ
、ＢＤ－Ｊコンテンツの再生内容を制御するためのＢＤ－Ｊ　Ｏｂｊｅｃｔ、これらのＯ
ｂｊｅｃｔから操作されるＰｌａｙＬｉｓｔ、ＰｌａｙＬｉｓｔ内に再生順に並ぶＰｌａ
ｙＩｔｅｍ、ＰｌａｙＩｔｅｍより参照されるストリームファイルの情報を格納したＣｌ
ｉｐＩｎｆｏ、および実際の映像や音響データ等を含むストリームファイルであるＡＶ　
Ｓｔｒｅａｍ、が記録されている。
【００２６】
　ここで、Ｉｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅは、Ｆｉｒｓｔ　Ｐｌａｙｂａｃｋ、Ｔｏｐ　Ｍｅｎ
ｕ、Ｔｉｔｌｅ１、Ｔｉｔｌｅ２、等の形式でコンテンツの一覧を有し、夫々のコンテン
ツがＨＤＭＶコンテンツであるかＢＤ－Ｊコンテンツであるかを示す情報（以下、この情
報を「コンテンツ制御方式識別フラグ」、または単に「フラグ」と称する）を含む。
【００２７】
　そして、再生に係るコンテンツがＨＤＭＶコンテンツである場合には、ＭｏｖｉｅＯｂ
ｊｅｃｔが選択され、従来のＤＶＤビデオと同様、ＮａｖｉｇａｔｉｏｎＣｏｍｍａｎｄ
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を用いてＰｌａｙＬｉｓｔやＴｏｐＭｅｎｕ、Ｔｉｔｌｅ等が制御される。また、再生に
係るコンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツである場合には、ＢＤ－Ｊ　Ｏｂｊｅｃｔが選択さ
れ、Ｊａｖａプログラムが実行されることによって、ＰｌａｙＬｉｓｔやＴｏｐＭｅｎｕ
、Ｔｉｔｌｅ等が制御される。なお、これらのＯｂｊｅｃｔは、ＰｌａｙＬｉｓｔ等に割
り振られたＩＤを指定することで、再生内容の制御を行う。
【００２８】
　ここで、本実施形態に係るコンテンツ再生システム１の機能提供部２３は、ＤＶＤ等の
再生に際して、再生停止時に再生位置を記憶して次回再生時に記憶された再生位置から再
生を開始する、所謂レジューム機能を提供する。更に、機能提供部２３は、メニュー画面
等が表示されたタッチパネルディスプレイ２の、画像オブジェクトの表示位置にユーザが
触れることで、ディスクに収録されたコンテンツや設定内容等、該画像オブジェクトに関
連付けられた処理を提供する、所謂ダイレクトタッチ機能等を提供する。即ち、本実施形
態に係るコンテンツ再生システム１によれば、リモコン等を用いて表示されたオブジェク
トを選択・決定する操作を行うことなく、接触操作によって画像オブジェクトに関連付け
られた処理を呼び出すことが出来る。
【００２９】
　そして、レジューム再生やダイレクトタッチ等の機能は、ＢＤのＨＤＭＶコンテンツに
関しても提供される。これは、ＨＤＭＶコンテンツのコンテンツ制御方式が、従来のＤＶ
Ｄビデオのコンテンツ制御方式を拡張したものであるために、同様の手法でレジューム再
生やダイレクトタッチ等の機能を提供できるためである。
【００３０】
　しかし、ＢＤに収録されたＢＤ－Ｊコンテンツに関しては、コンテンツ制御方式が従来
方式の拡張ではなく、更にＪａｖａプログラムを読み出して実行することでコンテンツを
制御する方式であるために、レジューム再生やダイレクトタッチ等の機能を従来と同様に
提供することは容易でない。このため、本実施形態に係る機能提供部２３は、同じＢＤと
いう規格のディスクを再生する場合であっても、ＨＤＭＶコンテンツに関して提供される
機能の一部について、ＢＤ－Ｊコンテンツに関しては提供しない。
【００３１】
　即ち、ユーザにとっては、同じＢＤという規格のディスクを装填して視聴していても、
内部におけるコンテンツ制御方式の違いに起因する機能の不一致が生じていることとなる
。そして、ＨＤＭＶもＢＤ－Ｊも、装置内部におけるコンテンツ制御方式であり、表示装
置に表示されるコンテンツの再生画面からコンテンツ制御方式の違いを把握するのはユー
ザにとって困難である。特に、上述したレジューム等の機能は、従来のＤＶＤ等からコン
テンツを再生させる上で通常備えられているものとユーザが考えるものである。このため
、同じＢＤを再生しているにも拘らず、所定の機能が有効だったり無効だったりといった
状況となった場合に、ユーザが装置の故障であると誤認する虞がある。更に、同一ＢＤに
おいてＨＤＭＶコンテンツとＢＤ－Ｊコンテンツが混在している場合、ユーザの混乱はよ
り大きくなると考えられる。そこで、本実施形態に係るコンテンツ再生システムでは、ユ
ーザへの通知メッセージを表示することで、ユーザの誤認や混乱を防止することとしてい
る。
【００３２】
　図４は、本実施形態に係るディスク装填時メッセージ出力処理の流れを示すフローチャ
ートである。本フローチャートに示された処理は、装填検知部２６が、マルチドライブ４
からディスクが装填されたことを通知する信号を受信したことを契機として開始される。
【００３３】
　ステップＳ１０１およびステップＳ１０２では、ディスク装填が検知され、Ｉｎｄｅｘ
　ｔａｂｌｅが読み出される。装填検知部２６は、マルチドライブ４からのディスク装填
を通知する信号を受けて、マルチドライブ４にディスクが装填されたことを検知する（ス
テップＳ１０１）。また、装填検知部２６は、同時に、マルチドライブ４に装填されたデ
ィスクがＢＤであることを検知する。そして、制御方式取得部２５は、ＢＤ装填が検出さ
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れたことを受けてマルチドライブ４にデータの読み出し指示を行うことで、ＢＤに記録さ
れたＩｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅを読み出す（ステップＳ１０２）。その後、処理はステップ
Ｓ１０３へ進む。
【００３４】
　ステップＳ１０３では、装填されたＢＤにＢＤ－Ｊコンテンツが含まれるか否かが判定
される。通知部２２は、ステップＳ１０２で読み出されたＩｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅを参照
し、Ｉｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅ内のコンテンツ制御方式識別フラグを参照することで、装填
されたＢＤに、ＢＤ－Ｊコンテンツが含まれるか否かを判定する。Ｉｎｄｅｘ　ｔａｂｌ
ｅ内のコンテンツ制御方式識別フラグに、ＢＤ－Ｊコンテンツであることを示すフラグが
あった場合、処理はステップＳ１０４へ進む。また、Ｉｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅ内にＢＤ－
Ｊコンテンツであることを示すフラグがなかった場合、本フローチャートに示された処理
は終了する。
【００３５】
　ステップＳ１０４では、メッセージが表示される。通知部２２は、ステップＳ１０３に
おいて、装填されたディスクにＢＤ－Ｊコンテンツが含まれると判定されたことを受けて
、ディスクにＢＤ－Ｊコンテンツが含まれること、および使用できない機能（例えば、レ
ジュームや、タッチパネルディスプレイ２を介した操作等）があること、のうち少なくと
も何れかをユーザに通知するためのメッセージをＨＤＤ１３より読み出し、表示装置へ出
力する。具体的には、「このディスクにはＢＤ－Ｊコンテンツが含まれるため、使用でき
ない機能がある場合があります」等のメッセージが表示される（図５を参照）。その後、
本フローチャートに示された処理は終了する。
【００３６】
　この後、装填されたディスクの再生を自動的に開始する設定がされている場合には、ユ
ーザによる再生開始の指示を待たずに、再生部２１によるディスク内コンテンツの再生処
理が開始される。なお、本実施形態では、ステップＳ１０４のメッセージは、再生の開始
前または再生開始とほぼ同時に表示されることとしているが、メッセージの表示タイミン
グは、再生開始後であってもよい。例えば、一般に著作権に関する表示や注意書きを含む
ＦｉｒｓｔＰｌａｙコンテンツが再生されたている最中やその後に、ディスクにＢＤ－Ｊ
コンテンツが含まれること等を通知するメッセージを表示することとしてもよい。
【００３７】
　本フローチャートに示した処理によれば、ＢＤ４１の装填時に機能制限があること等を
ユーザに予め通知することで、その後のＢＤ４１に収録されているコンテンツの再生にお
いて、ユーザが混乱したり、システムの故障を誤認することを防止することが出来る。
【００３８】
　また、本フローチャートに示された処理では、装填されたディスクにＢＤ－Ｊコンテン
ツが含まれない場合、特にメッセージを表示することなく再生処理へ移ることとなるが、
ここで、ディスクに含まれるコンテンツが全てＨＤＭＶコンテンツであること、またはデ
ィスクにＢＤ－Ｊコンテンツが含まれないことをユーザに通知することとしてもよい。
【００３９】
　図６は、本実施形態に係るコンテンツ切換時メッセージ出力処理の流れを示すフローチ
ャートである。本フローチャートに示された処理は、入力受付部２４が、タッチパネルデ
ィスプレイ２やボタン類等の入力装置を介した、ユーザによるコンテンツ切換操作を受け
付けたことを契機として開始される。
【００４０】
　ステップＳ２０１およびステップＳ２０２では、コンテンツの切り換え操作が受け付け
られ、Ｉｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅが読み出される。入力受付部２４は、入力装置を介したユ
ーザ操作の入力を受け付けることで、コンテンツ切換操作を受け付ける（ステップＳ２０
１）。そして、制御方式取得部２５は、コンテンツ切換操作が受け付けられたことを受け
て、ＢＤに記録されたＩｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅを読み出す（ステップＳ２０２）。但し、
ディスク装填時等に読み出されたＩｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅがメモリに保持されている場合
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には、ＢＤではなくメモリからＩｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅに係る情報を読み出すこととして
もよい。その後、処理はステップＳ２０３へ進む。
【００４１】
　ステップＳ２０３では、切換先のコンテンツである再生対象コンテンツがＢＤ－Ｊコン
テンツであるか否かが判定される。通知部２２は、ステップＳ１０２で読み出されたＩｎ
ｄｅｘ　ｔａｂｌｅ内の、再生対象コンテンツに係るコンテンツ制御方式識別フラグを参
照することで、再生対象コンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツであるか否かを判定する。再生
対象コンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツであった場合、処理はステップＳ２０４へ進む。再
生対象コンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツでなかった場合、本フローチャートに示された処
理は終了する。
【００４２】
　ステップＳ２０４では、メッセージが表示される。通知部２２は、再生対象コンテンツ
がＢＤ－Ｊコンテンツであること、および使用できない機能があること、のうち少なくと
も何れかをユーザに通知するためのメッセージをＨＤＤ１３より読み出し、表示装置へ出
力する。具体的には、「このコンテンツはＢＤ－Ｊコンテンツです」（図７を参照）、ま
たは「ＢＤ－Ｊコンテンツのため機能制限があります」（図８を参照）等のメッセージが
表示される。その後、本フローチャートに示された処理は終了し、続いて再生部２１によ
る再生対象コンテンツの再生処理等が開始される。
【００４３】
　本フローチャートに示した処理によれば、新たな再生対象コンテンツが指定された場合
に、再生対象となったコンテンツの再生において機能制限があること等をユーザに予め通
知し、その後のコンテンツの再生において、ユーザが混乱したり、システムの故障を誤認
したりすることを防止することが出来る。なお、本フローチャートに示された処理では、
ユーザによるコンテンツ切換操作を受けてコンテンツが切り換わる場合について説明した
が、単一のＢＤ４１の再生中に再生対象コンテンツがＨＤＭＶコンテンツからＢＤ－Ｊコ
ンテンツに自動的に移行した際にも、同様の処理によってメッセージを通知することが出
来る。
【００４４】
　なお、本フローチャートに示された処理では、再生対象コンテンツがＢＤ－Ｊコンテン
ツでない場合、特にメッセージを表示することなく再生処理へ移ることとなるが、ここで
、再生対象コンテンツがＨＤＭＶコンテンツであることや、ＢＤ－Ｊコンテンツではない
ことをユーザに通知することとしてもよい。具体的には、「このコンテンツはＨＤＭＶコ
ンテンツです」等のメッセージが表示される（図示は省略する）。
【００４５】
　図９は、本実施形態に係るユーザ操作時メッセージ出力処理の流れを示すフローチャー
トである。本フローチャートに示された処理は、入力受付部２４が、タッチパネルディス
プレイ２やボタン類等の入力装置を介した、ユーザによる所定の操作を受け付けたことを
契機として開始される。ここで、ユーザによる所定の操作とは、再生停止操作や、タッチ
パネルディスプレイ２に表示されたオブジェクトをタッチする操作全般、等、本実施形態
に係る機能提供部２３によってＨＤＭＶコンテンツについては提供されるがＢＤ－Ｊコン
テンツについては提供されない機能の契機となる操作である。
【００４６】
　ステップＳ３０１およびステップＳ３０２では、所定の操作が受け付けられ、現在再生
されているコンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツであるか否かが判定される。入力受付部２４
は、入力装置からの信号によって、入力装置を用いてユーザが所定の操作を行ったことを
受け付ける（ステップＳ３０１）。制御方式取得部２５は、所定の操作が受け付けられた
ことを受けて、ディスク上のＩｎｄｅｘ　ｔａｂｌｅを読み出してコンテンツ制御方式識
別フラグをチェックする、またはＲＡＭ１２等のメモリ上に展開されている現在再生され
ているコンテンツの制御方式を読みに行く等の方法で、現在再生されているコンテンツが
ＢＤ－Ｊコンテンツであるか否かを判定する（ステップＳ３０２）。現在再生されている



(10) JP 5055175 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

コンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツである場合、処理はステップＳ３０３へ進む。現在再生
されているコンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツでない場合、処理はステップＳ３０４へ進む
。
【００４７】
　ステップＳ３０３では、メッセージが表示される。通知部２２は、現在再生中のコンテ
ンツがＢＤ－Ｊコンテンツであること、および入力された操作に係る機能は提供できない
こと、のうち少なくとも何れかをユーザに通知するためのメッセージをＨＤＤ１３等より
読み出し、表示装置へ出力する。具体的には、「ＢＤ－Ｊコンテンツのためレジュームで
きません」（図１０を参照）、または「このコンテンツはＢＤ－Ｊコンテンツであるため
、ダイレクトタッチ操作はできません」（図１１を参照）等のメッセージが表示される。
その後、本フローチャートに示された処理は終了する。ここで、入力された操作が再生停
止操作であった場合には、上記レジューム不可であることを通知するメッセージと同時に
、本当に再生を停止するか否かをユーザに選択させるインターフェースを表示させること
としてもよい。具体的には、例えば、ＯＫボタンとキャンセルボタンを表示させてユーザ
による選択操作を待ち、ＯＫが選択された場合にはレジューム処理を行わずにコンテンツ
の再生を停止し、キャンセルが選択された場合にはコンテンツの再生を継続することとし
てもよい。
【００４８】
　ステップＳ３０４では、ユーザ操作に対応する機能が提供される。機能提供部２３は、
ステップＳ３０１において受け付けられた操作に対応する機能を提供する。例えば、入力
された操作が再生停止操作であった場合には、再生位置を記録することによるレジューム
再生の準備と、コンテンツ再生の停止とを行う。また、ダイレクトタッチ操作が受け付け
られた場合には、タッチパネルディスプレイ２中のタッチ操作があった位置に表示されて
いるオブジェクト（画像）に関連付けられた処理（例えば、関連付けられたチャプターか
らの再生や、関連付けられた設定画面の再生等）を行う。その後、本フローチャートに示
された処理は終了する。
【００４９】
　本フローチャートに示した処理によれば、ユーザが所定の機能が提供されることを期待
して何らかの操作を行ったが、再生対象のコンテンツがＢＤ－Ｊコンテンツであったため
に該当する機能が提供されないような場合に、ユーザに該機能が提供されないことを通知
することで、ユーザがシステムの故障を誤認することを防止することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】実施形態に係るコンテンツ再生システムのハードウェア構成の概略を示す図であ
る。
【図２】実施形態に係るコンテンツ再生システムの機能構成の概略を示す図である。
【図３】実施形態に係るＢｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃのデータ構成を示す図である。
【図４】実施形態に係るディスク装填時メッセージ出力処理の流れを示すフローチャート
である。
【図５】実施形態において表示されるメッセージの表示イメージを示す図である。
【図６】実施形態に係るコンテンツ切換時メッセージ出力処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図７】実施形態において表示されるメッセージの表示イメージを示す図である。
【図８】実施形態において表示されるメッセージの表示イメージを示す図である。
【図９】実施形態に係るユーザ操作時メッセージ出力処理の流れを示すフローチャートで
ある。
【図１０】実施形態において表示されるメッセージの表示イメージを示す図である。
【図１１】実施形態において表示されるメッセージの表示イメージを示す図である。
【符号の説明】
【００５１】
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　　　１　コンテンツ再生システム
　　　２　タッチパネルディスプレイ
　　　３　スピーカ
　　　４　マルチドライブ
　　１１　ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
　　１２　ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）
　　１３　ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）
　　１５　デコーダ
　　２１　再生部
　　２２　通知部
　　２３　機能提供部
　　２４　入力受付部
　　２５　制御方式取得部
　　２６　装填検知部
　　４１　Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】

【図８】
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【図１１】
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